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1 . 依 頼 者

2.受付年月日

3.試 料  名

4.試験項目及び結果

①硬化前の性状確認

(1)粘度測定

粘  度  (mPaos)

(2)比重測定

比  重

験 報 告 書

財団法人 化学

株式会社 ア クアウエスト 殿

平成 18年  6月 15日

塗料型 断熱材セラミック ・カバーCC-100

試

平成 1 3 年  9 月 1 0 日

1点

2 0 6 0

0 。8 2

②塗膜形成に関する試験

(3)乾燥時間測定(指触乾燥)

常温乾燥(23℃)乾燥時間 (min)

低温乾燥(5℃)

加熱乾燥(40℃)

(4)粘弾性測定

図 1～3に 各条件のグラフを示す。

③硬化皮膜についての試験

(5)比熱測定

熱 (」/g・K)  20℃比

100℃

(6)燃焼試験

酸素指数

酸素指数の決定

(7)引張試験

引張強さ (N/cm2)

び (%)伸

(8)動的粘弾性試験

図 4に 周波数 10Hzにおける動的貯蔵弾性率,動 的損失弾性率,損 失正接の

温度依存性のグラフを示す.

測定結果から,WLF式 (※1参照)を用いて,24℃ における周波数依存性

(マスターカーブ)を求めた,図 5に グラフを示す。
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(9)耐摩耗性試験(テーバー式)

摩耗質量  (mg)

(10)透湿度試験 (40±0。5℃,90±2%RH)

透湿度 (g/m2.24h) 最 小値

最大値

平均値

(11)比重測定

比  重

(12)塗膜折 り曲げ試験

40。 3

2 5 0

3 7 0

3 0 0

0 . 8 8

折 り曲げに耐える

異状なし

④鋼板(SS41)に塗布した状態の試験

(13)耐衝撃性試験(デュポン式,質 量 :500g,落 下高さ :500mm)

塗膜の割れ,

はがれの有無

(14)付着強さ試験

付着強さ (MPa)

鋼板

アルミ板

(15)耐薬品性試験(23±2℃×30日 間)(図 1～3参 照)

2 . 0 8

2 . 1 3

異状なし

試料と鋼飯とのはく離及び鋼飯の錆化が観察された

表面(浸せき液との界面付近)に自色析出物が観察された

変色を認めず

変色を認めず
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水(イオン交換水)

5%硫 酸

5%水 酸化ナ トリウム水溶液

(16)塩水噴霧試験

外  観

(17)熱サイクル試験

外  観



(2)             」

(3)             」

(4)            J

5 . 試験 方 法

( 1 )      J IS K 6381に 準拠 BL型 粘度計

回転開始 1分後に測定

回 転 数 : 6 0 r e  p . m .

ローター :No,4

試験温度 :20±0.5℃

IS K 5400『 塗料一般試験方法』  比 重カップ法

IS K 5400『 塗料一般試験方法』

IS K 7244-1『 プラスチックー動的機械特性の試験方法
一第 1部 :通只U』に準拠

測 定 項 目 :

測定板形状

測定周波数

測 定 温 度

動的ひずみ

試 験 機 :レオメト

(5)DSC(示 差走査熱量)法

測定装置 :メ トラー社製 DSC-30,STARE System

昇温速度 :10℃/min

試 料 量 : 2 0 m g

雰 囲 気 :窒素 40m1/min

(6)JIS K 7201:1995『 酸素指数法による高分子材料の燃焼試験方法』

試験片の形状 :卜 1号

試験片の厚さ iO。3mm

(7)」 IS K 5400『 塗料一般試験方法』

試験片形状 :ダ ンベル状 1号形 (」IS K 6251)

試験速度  :5mm/min

(8)」 IS K 7244-4『 プラスチックT動 的機械特性の試験方法
一第 4部 :引張振動

―非共振法』に準拠

測 定 項 目 :動的貯蔵弾性率 E'

:動的損失弾性率 E"

:損失正接 tanδ

試験片形状 :0.8111m×7mm×30mHl

測定モー ド:引張モー ド

測定周波数 :1～16Hz

測 定 温 度 : - 3 0 ～2 0 0 ℃

動的ひずみ :0.02%

試 験  機 :レオメトリックス社製 粘弾性測定装置 RSA― 工

動的せん断貯蔵弾性率 G'

動的せん断損失弾性率 G"

複素粘性率 切
*

直径 50mmめ

0。1～100rad/s

23℃

0。1-10000/0

ックス社製 粘弾性測定装置 ARES

一次頁に続く―



※l WLF(Willl捌 s,Landel,Ferry)の式について

高分子材料は,そ の粘弾性的性質と時間 (または測定周波数)と の関係を表す曲線は

温度によらず同じ形をとり,測 定温度の変化によって,時 間軸 (または周波数軸)の 方

向に左右にずれる性質をもつ。すなわち,高 い周波数で弾性率を測定することは,低 温

下で測定することと等価であり,ま た,低 周波における測定結果は高温時の弾性率に等

しくなる。このような関係を,時 間
一温度の等価性という。WLF式 は、この性質を用

いて,弾 性率の温度依存性を周波数依存性に換算するものである。

ある測定温度 (基準温度)TOか ら温度が変わるとどれだけ周波数軸を移動するかを表

す関数を,移 動因子 (シフトファクタ
ー)aTと いう。

WLF式 は,※ 2の 様に表され,実 際の基準温度からのずれを測定 してCl,C2を 決定

し,※ 2,※ 3式 から周波数軸を移動させて,マ スタ
ーカーブを得る。

log10 αr=
Cl(『一乳)

※2

C2+(『一冤め

α)r・αr=も Dr
※3

(9)

ここに,Cl,C2は 定数,orは 測定周波数,ω tは換算後の周波数を示す。

JIS K 5400『 塗料一般試験方法』

摩 耗 輪 i CS-10

荷   重 :500gf

試 験 回 数 : 1 0 0 0 回

JIS Z 0208『 防湿包装材料の透湿度試験方法 (カップ法)』 ,B法

平均厚さ:0,23mm

〔
Ｕ

(11)  」 IS K 7112『 プラスチックー非発泡プラスチックの密度及び

比重の測定方法』

(12)～(14)」IS K 5400『 塗料一般試験方法』に準拠

(15)  」 IS K 5400『 塗料一般試験方法』に準拠

鋼飯に塗布,硬化した試料の鋼飯側をエポキシ樹脂でマスキングしたものを用いた.

(16)  JIS Z 2371『 塩水噴霧試験方法』に準拠

塩水噴霧条件

塩溶液の濃度  i5± 0.5wt%

噴霧室の温度  :35± 2℃

試 験 時 間 :240時 間

外 観 観 察  :目 視にて観察した。

塩水噴霧(キャス)試験機 : スガ試験機(株)製 CASSER一ISO-3
-20℃、2時 間◇+60℃、2時 間 計 10サ イクル実施

外観観察  :目 視にて観察した。

恒温恒湿器  :三 洋電機佛製 MTH-4200

6.備   考

室   温 :23℃

試験機容量 :ロー ドセル式 10N

(17)
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図 1(イオン交換水,常温×30日 間処理後) 図 2(5%硫 酸,常温×30日 間処理後)

図 2(5%水 酸化ナトリウム水溶液,常温×30日 間処理後)
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